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・生協運動の活性化と継承に向けて、組合員参加の入り口を広げるとともに、担い手づくりをすすめます。
・パルシステムを担う人材の多様な働き方の創出や雇用環境の整備をすすめます。

ごあいさつ

重ねてきた『つながり』を活かし
『協同』を軸にした社会づくりを
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生活協同組合（以下、生協）は、組合員の生活の文化的・経済的改

善向上を図ることを目的に設立された組織です。組合員自らが出

資し、自分たちのくらし全般を向上す

るためにそれぞれの思いを寄せ合っ

て決めた方針に基づく商品・サービス

を利用します。組合員一人ひとりが、

生協組織の「主体」なのです。
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生活協同組合 パルシステム東京

理事長 松野 玲子

2020年4月、生活協同組合パルシステム東京は創立50周年を迎えます。
小さな一歩を重ねながら事業と活動を継続的に発展できたのは、ひとえに
支えてくださった皆様のおかげと感謝の気持ちでいっぱいです。

2019年は台風15号・19号が関東を含む広い地域に甚大な被害をもたらしま
した。また、国際産直産地であるオーストラリアのカンガルー島では全島の
約半分の面積が大規模森林火災の被害にあいました。被害にあわれた皆様へ
謹んでお見舞い申し上げます。パルシステム東京では協同組合としての社会的
期待に応えるべく、被災された方への思いを寄せ合いながら、グループ一丸と
なって行動し続けています。

いま、新型コロナウイルスの感染拡大によって先の見えない不安が世界中で
広がる中、ますます重要さが増しているのは、人と人との「つながり」です。
恐怖から来る不寛容や偏見を乗り越えてつながり合うことで、いのちを大事に
し合う「協同の社会」を実現していきたいと思います。

パルシステム東京は次の半世紀に向けても、理念に基づく社会づくりに皆様と
ともに取り組んでまいります。本誌「TSUNAGU2020」が皆様との「つながり」
をさらに深めるコミュニケーションの起点となることを願ってやみません。

生協とは？

パルシステム東京2030ビジョン

実現するための取り組み

パルシステム東京の理念

「たべる」「つくる」「ささえあう」ともにいきる地域づくり
一人ひとりの行動で、持続可能な地域社会をつくり、世界の平和につなげます

・社会的課題の解決に向けて、NPOをはじめとした他団体や協同組合間で連携した取り組みをすすめます。
・笑顔ひろげる身近な地域づくりに向けて、事業所を拠点に、行政・地域団体と連携した取り組みをすすめます。社会活動

・人生100年時代を見据えた学びや活動の機会を広げていきます。
・一人ひとりの多様なくらしに対応した事業の改善・開発をすすめます。事業と活動

人と組織

「食べもの」「地球環境」「人」を大切にした「社会」をつくります

出資
みんなで

利用
みんなで

運営
みんなで

食べものの安全性にこだわり、
生活者のくらしと健康を守ります  

日本の食料自給力を強めるため、
生産者とともに産直運動を発展させます

安全・品質・価格・産直・環境面で
もっと優れた「商品」をつくります

女性の社会参加を応援します

平和、地球環境、福祉、たすけあいの
活動を広げ、地域社会に貢献していきます
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わかりあう
〈平和〉

「わかりあう」心を広めて、一人ひとりが大切にされる
共生と平和の社会をつくります。

つくる
〈農・産直〉

たべる
〈食〉

ささえあう
〈福祉・たすけあい〉

「つくり」手との絆を深め、
持続可能な生産と消費を
地域社会に広げます。

「たべる」ことの大切さを
伝えあい、安心で心豊か
な食を地域に広げます。

身近な「ささえあい」を通
して、誰もがくらしやす
い地域社会を広げます。

きりかえる
〈環境〉

一人ひとりのくらしを「きりかえ」、多様な命を育む
環境を広げます。

わたしたちがめざすもの

  災害支援報告   22

リスクマネジメント   21

  働く環境づくり・人材育成   20  働く環境づくり・人材育成   20

  組織概要   23
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詳しくはホームページへ
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広がる再エネ推進への共感、
3万人以上＊が電気を切り替え
パルシステム東京は2013年、全国の生協に先駆けて子会

社「(株)うなかみの大地」で事業所向けの新電力事業を立

ち上げました。2016年の電力小売り全面自由化後は「パ

ルシステムでんき」としてグループ全体の取り組みとなる

組合員への供給をスタート。72.3％と高いFIT電気(再生

可能エネルギー)比率*を誇り、3万人以上の組合員が利

用しています。*2019年度実績値

どの家庭でも選べる電力会社は一つ。パルシステムでん

きを利用してもらうということは即ち“他社から切り替えて

いただく”ことなのでメリット・デメリットをしっかり伝え、

比較していただく難しさがあります。提案にあたっては他

社にはない“パルシステムでんきの良さ”を一つひとつ丁

寧に伝えることを心掛けています。

価格で優位ということはほぼありませんが、少しでも社会

にとって良い投資につなげたいというお気持ちの方は多

いです。顔の見える発電産地との交流や、地域の特色を

活かした再生可能エネルギーを通して、子どもたちの未

来を守る取り組みへの共感の輪を広げていきたいです。

2019年度のでんき推進活動は、センターの職員一丸と

なって取り組み、委託協力会社との協力体制をより強化。

「パルシステムでんき」を推進する意義を学ぶ研修で福島

県を訪れたことでさらに熱量が増していきました。まだ

まだ復興が進んでいない現状や帰還困難区域を目の当

たりにして、自分にできることを改めて考えました。東日

本大震災と原発事故をきっかけに、復興、村の再建のた

めに農家から電気の生産者になった方のお話も聴きまし

た。その苦労は並大抵のものではなかったと思います。

研修を重ねることで、今では担当者同士が日常的に“でん

きトーク”を交わす姿も見られるようになってきました。

これからも全国に広がる発電産地の方たちの意思を引き

継ぎ、多くの仲間を巻き込みながら自然の力を利用した

電気が中心の『パルシステムでんき』をオススメしていき

ます。

※1 この電気を調達する費用の一部は、パルシステム電力以外のお客さまも含めて電気の利
用者が負担する賦課金によって賄われており、CO2が排出されないことを始めとする再生可能
エネルギーとしての価値を訴求するにあたっては、国の制度上、非化石証書の使用が必要とさ
れています。パルシステム電力が販売するFIT電気は、CO2排出量について火力発電なども含
めた全国平均の電気のCO2排出量を持った電気として扱われます。
※2 この電気には、水力、火力、原子力、FIT電気、再生可能エネルギーなどが含まれます。

小野田 宏幸
足立センター・供給リーダー/でんき担当

組合員のニーズに応えたサービス

パルシステムの事業 再生可能エネルギーの発電所数は
62ヵ所に広がっています。

▶パルシステムでんき 再生可能エネルギー発電量（単位：万kWh）
宅配・電気

＊グループ実績値（2020年3月末時点）

電気の切り替えで、子どもたちの
未来を守る投資を呼びかけ

「1人の100歩よりも、100人の1歩」で
復興支援につなげていきます！

パルシステムでんき推進 インタビュー

「長期の不在で欲しい商品が注文できない」「配達当日に受

け取ることができない」などの声に応える『商品預かりサー

ビス』を、５月１回に実施。チラシや担当者ニュースで広

報し、多くの組合員にご利用いただき、好評を得ました。

長期休暇中の商品預かりを仕組み化

「営業時間内に電話ができない」「電話注文センターに

繋がりにくい」といった声を受け、2020年2月より「パ

ルシステム自動電話注文ダイヤル」を開設しました。ス

電話での注文を自動受付

マートフォンや携帯電話からプッシュボタンで注文でき

るようになり、さらに受付時間を「早朝６時から深夜３

時」に設定したことでさまざまなライフスタイルにも対

応。注文用紙を出し

忘れた方だけでな

く、育児や介護、仕

事などで忙しい方に

もご活用いただいて

います。

毎週同じ曜日・時間帯に同じ配達担当が訪問する宅配事業の

特徴を活かし、自治体が進める見守り活動に協力。東京都お

よび都内53の行政区と見守り

協定を締結し、地域包括支援セ

ンターおよび行政の関係各課と

連携して、早期の安否確認、対

応などに貢献しています。

行政との見守り協定締結

配達時に在宅状況や商品お届けの有無について、遠方にお住

まいのご家族など事前に登録されたメール配信先へお知らせ

する「安心メールサービス」を無料で提供し、グループ全体で

約1,000世帯にご利用いただいています。

見守り安心サービス

高齢の組合員宅へ配達した際、スーツ姿の営業マ
ンが応対しているところに偶然居合わせました。
高額すぎる売価が目に入り、とっさの機転を利か
せたところ、結果的にトラブルを回避。後日、「詐欺
にあいそうなところを助けてくれてありがとう。本
当に心強かった」と感
謝のお言葉をいただ
きました。
ほんの少しのことでも
たくさんのありがとう
の声をいただき、やり
がいを感じます。

見守り活動  供給担当インタビュー

高齢者のくらしと安心を支える見守り活動

藤村 昌雄 三鷹センター 供給担当

味も柔らかさも抜群で、鶏肉本来の旨味を味わえる一品。
毎日発生する鶏ふんは、バイオマス発電によって年間で
約1万世帯分を賄える電力に
変わり、その焼却灰も肥料と
して生まれ変わる立派な地域
資源です。

「までっこ鶏チキンナゲット」

私のオススメ商品

FIT電気（バイオマス）

FIT電気（小水力）

5％（※1）

FIT電気（太陽光）

3％（※1）

FIT電気（地熱）

2％（※1）FIT電気（風力）

20％
水力

13％
バイオマス

5％

その他

25％27％
（※2） （※1）

（※1）

パルシステムでんき
の再エネ発電所

▶パルシステムでんき 再生可能エネルギー発電所 2019年度  62ヵ所

9ヵ所
小水力

36ヵ所
太陽光

7ヵ所
風力

3ヵ所
水力

1ヵ所
地熱バイオマス

6ヵ所

合計12,188（暫定値）

合計8,681

合計4,841

合計2,826

2018年度2017年度2016年度

バイオマス
水力
FIT電気（風力）
FIT電気（地熱）
FIT電気（太陽光）
FIT電気（小水力）
FIT電気（バイオマス）
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11,000
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3,000
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33ヵ所 43ヵ所 46ヵ所

2019年度

62ヵ所

パルシステムでんきの電源構成

「FIT電気（再エネ）+再エネ」比率：72.3％
2019年度　実績

（2020年3月現在）

くらしを支え、持続可能な社会づくりにも貢献
パルシステム東京では食を中心に、生活雑貨、住まい関連、電気、共済
（保険）など幅広い商品とサービスを取り扱っています。
都内17ヵ所の配送センターから、商品を個人宅やグループ（共同購入）
へ配達するトラックは約840台（委託配送業者を含む）。組合員のくらし
や持続可能な社会づくりへの貢献をめざし、挑戦を続けています。

小金井市での「高齢者等の見守りに関す
る協定書」締結式

パ
ル
シ
ス
テ
ム
の
事
業
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くらしを支え、持続可能な社会づくりにも貢献
パルシステム東京では食を中心に、生活雑貨、住まい関連、電気、共済
（保険）など幅広い商品とサービスを取り扱っています。
都内17ヵ所の配送センターから、商品を個人宅やグループ（共同購入）
へ配達するトラックは約840台（委託配送業者を含む）。組合員のくらし
や持続可能な社会づくりへの貢献をめざし、挑戦を続けています。

小金井市での「高齢者等の見守りに関す
る協定書」締結式
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高齢者と子どもが
一緒に過ごす「共生ケア」

外国人技能実習生の配属

2018年に開設した直営保育園として2園目となる「ぱる

★キッズ足立」はデイサービスと地域交流施設を併設。

季節のイベントを一緒に楽しんだり、お散歩の帰りに高

齢者の方から声をかけられたりと、毎日のくらしの中で

園児とお年寄りが、自然な形で触れ合う機会を設けてい

ます。

介護を担う人材の不足が深刻な問題となっています。パ

ルシステム東京では海外からの人材確保のひとつの手段

として注目されている「外国人技能実習制度」を活用して、

４月にミャンマーからの実習生２名をデイサービス陽だま

り（八潮・辰巳）で受け入れました。

利用者とのコミュニケーションも良好で、温かく受け入れ

られており、順調に技能実習に励んでいます。2020年度

は新たに2名、デイサービス陽だまり（八潮・東雲）に配属

になる予定です。

ハロウィンや運動会などの合同行事のほか、日常的にも高齢者と子どもたちが交流
しています

「地域福祉政策」を策定 施設を活用した地域とのつながり
江東センターの会議室を活用した高齢者サロン「サロ

ン ド すなまち」や介護予防を目的とした３ヵ所目とな

る地域デイサービス「江東パルの家」がスタート。狛江

センターでは狛江市の「子どもの学習支援事業」や、地

域に実習の場を必要としている子どもたちに会議室を

開放するなど、

既存の施設を活

かしたコミュニ

ティの場を創出

しています。

高齢者や障がいのある方など、誰もが住み慣れた地域

の中で安心して暮らしていけることをめざし、地域福祉

の取り組みをすすめています。

2019年度は、公募組合員、有識者、役職員による論議

をすすめ、これまでの地域コミュニティ政策と福祉政策

を「地域福祉政策」に統合

（2020年6月策定）。地域の

課題が福祉の課題と重なる

今の実情にあわせた取り

組みの柱とします。 東京大学大学院教授 牧野篤氏による講演で
地域福祉を学ぶフォーラムを開催（10/1） 「江東パルの家」は毎月2回程度開催している

介護に必須となる高い日本語能力を習得し、スムーズに現場に馴染んでいく実習生

大人も子どもも夢中になる、
身近な自然とかかわる「木育」
「ぱる★キッズ」では、保育理念として「食育」「木育」「遊

育」を掲げ、自然とのつながりを感じられるような保育を

実践しています。2018年に「ウッドスタート宣言園」に認

定された「ぱる★キッズ府中」では、常勤職員6人が「木育

インストラクター」「保育ナチュラリスト」の資格を取得。

学んだ内容を保育に活かすことで、「木育」の取り組みが

大きく飛躍した年になりました。

木のぬくもりを感じる室内木質化など開園当初から「ハー

ド面の木育」は整っていたものの、子どもたちにどのよう

に体感してもらうかといった「ソフト面での木育」について

は今まで明確なものがなく、園長たちと模索を続けていま

した。漠然としたイメージを変えてくれたのは「“木”だけ

ではなく自然物すべてを通して感じ、育まれるもの」として
組合員にも「食育」や「木育」を
楽しんでいただける場を創りたい！

パルシステムならではの「食育活動」や「自然とのふれあい」

を取り入れた保育を行っている「ぱる★キッズ」。今後は
商品の良さや環境への取り組みを、保育資格を持つ職員

の視点でアレンジし、園児だけでなくパルシステムを利用

する組合員にも楽しんでいただける場をコーディネートし

ていきたいです。

監物 美季
福祉事業活動部/保育事業担当スタッフ
（東京都認証保育所「ぱる★キッズ府中」）

パルシステムの事業
福　祉

子どもたちに「木育」をどう体感して
もらうのかをずっと模索してきました

『木育』を捉え直したこと。職員・スタッフ一人ひとりが自

由な発想で取り組みやすくなりました。

季節の行事では園児が自然とじっくり関わる時間を作り

ました。うち1回を親子企画として開催したところ、植物

の茎を使ったシャボン玉に、子どもたちだけでなく保護者

も夢中になる姿が印象的でした。

保護者からは「身近な公園でもたくさんの発見があり、自

然に触れてわくわくしました！」などの感想が寄せられ、

「ぱる★キッズ」

として大事にして

いる「木育」への

思いや取り組み

を知ってもらう貴

重な機会になり

ました。

保育園ぱる★キッズインタビュー

ひよこ型スコーンや、イチゴをのせたク
リスマスケーキ、野菜たっぷり蒸しパン
など、甘いおやつにも軽食にもアレンジ
自在。子どもたちの大人気おやつを生
み出すメイン食材です。

「産直小麦のホットケーキミックス」

私のオススメ商品

パルシステムならではの福祉のカタチ「共生ケア」
「パルシステム東京福祉政策」にもとづき、福祉事業所「陽だまり」を
都内１３ヵ所で展開しています。また、府中市・足立区の２ヵ所では
「複合型施設」として東京都認証保育所「ぱる★キッズ」を併設し、
子どもたちと高齢者が同じ場所でともに暮らす「共生ケア」の充実を
図っています。
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事
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5年ぶりの田植え体験に込めた想い

安全な「食」を求めて

食べることは、生きること。
本物の味わいと安心を
届けたい。

「食」の取り組み

▶ 産地交流を観光ツアーにしないために
産直推進課の職員として産地交流イベントの企画をはじめ

産地との調整や、当日の進行を担当しています。

産地交流先の一つ、青森県藤崎町とパルシステム東京は

20年以上のお付き合いです。産直たまごや産直米「青森

つがるロマン」を生産していますが、じつは、ここ数年の

交流企画では周辺観光の時間を長くとったものが主で、

田植え体験は組み込まれていませんでした。

「東京近郊でもできるのに、わざわざ青森まで来て田植え

をしたい人なんているだろうか…」という現地事務局の方

の言葉を聞き、“「青森つがるロマン」の産地で生産者と一

パルシステムでは農薬と化学肥料の使用について独自の基

準を定めています。組合員により分かりやすく伝えるため、

パルシステム東京独自で「コア・フード＆エコ・チャレンジ

商品特集チラシ」を配付し、組合員の利用が広がりました。

パルシステムでは食品添加物の使用について国の基準よ

りも厳しい独自基準を設けています。

また、独自基準で使用を認める物質でも、できるだけ使用

しない、使用を減らすなど厳しく運用。安易に食品添加物

に頼らず、素材を吟味し、できるだけ素材の良さを活かし

た製造法を取っています。

有機ＪＡＳ認証（化学合成農薬、化学肥
料を使わない※）を取得した農産物で、
パルシステムのトップブランド。米は
それに準ずると判断されたものも含む
（移行期間「2020年産」まで）。
※有機ＪＡＳ認証の使用可能資材を除く

コア・フード

化学合成農薬、化学肥料を各都道府県
で定められた慣行栽培基準の1/2以下
に削減。加えて、パルシステムの「削減
目標農薬」の不使用を原則とします。青
果は、除草剤、土壌くん蒸剤不使用。

エコ・チャレンジ

山中 里絵 産直推進課 担当

緒に田植えから稲刈りまでを体験し、想いを共有するこ

と”こそが、パルシステムにしかできない産地交流だと考

え、5年ぶりとなる田植え体験を復活させました。

その狙い通り、交流企画には定員を上回る応募があり、参

加者からもご好評の声をたくさんいただきました。

▶ 世代を超えて産直のバトンをつなぐ
今、産地でも昔ながらの手植え・手刈りを行っている農家は

少ないと聞いています。今回の交流では、JA津軽みらい

米部会の若手生産者がベテラン生産者から手植えを教わっ

ている姿もあり、思いがけず技術継承の貴重な機会ともな

りました。田植え交流を通じてJA津軽みらいの方も「涙が

出そうなくらい嬉しかった」と話してくださいました。これか

らも職員として、組合員や産地の方に、“産直のバトン”をつ

ないでいきたいと思います。

安全・安心な農産物の生産に、農薬・化学肥料の使用削減は欠かせません。
パルシステムではそれぞれ独自の基準を設定し、見直しを続けてきました。
生産者とともに、より安全でおいしい産直農産物の生産に努めています。1

パルシステムの商品づくり

食品添加物削減

コア・フード＆エコ・チャレンジ

食の安全を求める他団体との連携

パルシステムでは遺伝子組み換え作物および食品に反対

する立場から、遺伝子組み換え表示制度の改善や、ゲノ

ム編集食品の規制等について、他団体とともに取り組み

を進めました。2019年度は「ゲノム編集食品の規制と表

示を求める署名」をグループ全体で呼びかけ、多くの組合

員から署名が寄せられました。また、映画「たねと私の旅」

上映会などを通じて、遺伝子組み換え作物やゲノム編集

食品について学習する機会を設けました。

組合員による開発協力商品

メーカー、パルシステム、組合員が月１回集まり協力して

議論を重ね、組合員の“ほしい”を組合員がプロデュース

する商品開発チームでは、2019年度に「ウインナーと４種

チーズのもっちりピザ」を開発しました。組合員の視点を

活かし、90秒のレンジ調理で、ワンハンドでも食べられる

手軽さを追求。国産豚肉ウインナーや国産全粒粉を使用

するなど、素材にもこだわりました。

2019年度商品開発チーム「チーム・マンマ」 2020年6月から発売

農薬削減の取り組み

ProductProductProduct

じゃがいも、豚肉、パン粉の小麦に産直原料を使用し、砂
糖、塩、黒こしょうでシンプルに味付け。遺伝子組み換え
原料不使用でリニューアルしたPB商品。

「
食
」の
取
り
組
み

7つの約束
作り手と「顔の見える関係」を築き、
信頼から生み出された商品をお届けします。 
食の基盤となる農を守るためにも
国産を優先します。
環境に配慮し、
持続できる食生産のあり方を追求します。 

化学調味料不使用で、豊かな味覚を育みます。

遺伝子組換えに「NO!」と言います。

厳選した素材を使い、
添加物にはできるだけ頼りません。 
組合員の声を反映させた
商品づくりを大切にします。

1
2
3
4
5
6
7

産直じゃがいものレンジ
コロッケ（産直豚肉使用）

PrinciplePrinciple

「食」の
取り組み
インタビュー

パルシステムの商品づくり

クラシック音楽が流れる平飼い鶏舎
で、青森県産米を68％配合した飼
料を食べて育った鶏のたまご。淡い
色のぷっくりとした黄身が特徴です。

「トキワの玄米たまご」

私のオススメ商品

（インターネット注文限定商品）

青森県藤崎町で田植え体験（6/8～9） みないきぬこさんによるパーティー料理教室（9/7）
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「
食
」の
取
り
組
み
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1
2
3
4
5
6
7

産直じゃがいものレンジ
コロッケ（産直豚肉使用）

PrinciplePrinciple

「食」の
取り組み
インタビュー

パルシステムの商品づくり

クラシック音楽が流れる平飼い鶏舎
で、青森県産米を68％配合した飼
料を食べて育った鶏のたまご。淡い
色のぷっくりとした黄身が特徴です。

「トキワの玄米たまご」

私のオススメ商品

（インターネット注文限定商品）

青森県藤崎町で田植え体験（6/8～9） みないきぬこさんによるパーティー料理教室（9/7）
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◀愛媛県の産直産地
　「無茶々園」の柑橘農家と
　ちりめん漁師の若手
　生産者を招いた
　学習会（2/4）

「ともにつくり、ともに食べる～一人ひとりがつながり、

いのちをはぐくみ、生きる力を高めます～」を目標として

食育政策を定めています。

食育の取り組みをすべての組合員、そして地域へ、子ども

から高齢者まで広げ、いのちの源である食を大切にする

ことや、自ら生きる力を高めることをめざしています。

2019年度も教育機関からの要請に応え、お米の出前授

業を行いました。バケツ稲などで日本人の主食であるお

米の大切さを学ぶ出前授業を2010年度から継続的に実

施しています。授業では、お米ができるまでを暦や代表的

な産地の紹介とともに学習。今と昔、それぞれの生産者

の知恵や工夫を学びます。

食料自給率の向上をめざして
世界最大の農産物純輸入国といわれる日本。食料自給率は先進国の中で最低水準です。
パルシステムの産直は、環境保全・資源循環を基本におき、
農と食をつないで、豊かな地域社会をつくることを目的としています。3商品の価値を伝える

パルシステムは、商品を選ぶことで社会を変える取り組みを実践しています。
商品の価値を広めるため、生産者やメーカーを招いた学習会や産地見学なども開催し、
組合員と作り手をつないでいます。2

2019年秋からオーストラリアで続いた大規模な森林火災

によって、PB商品で「ほんもの実感！」商品のひとつ「圧搾

一番しぼり菜種油」の産直産地カンガルー島は甚大な被

害を受けました。パルシステムグループでは160万円を

「カンガルー島火災の復興のための基金」へ送金。さらに

組合員ができる支援として、菜種油1点注文につき、現地

の復興基金に10円を送金する企画を期間限定で実施。

11万1,170点の注文が寄せられ、約111万円を同基金へ

送金しました。

カンガルー島火災復興支援

「公開確認会」は産直産地の農産物の栽培・生産方法や安

全性の取り組みを組合員が直接確認する、パルシステム

独自の活動です。2019年度はパルシステム東京主催で

「（株）野菜くらぶ青森支部公開確認会」を開催し、生産者、

消費者（組合員）、役職員76名が参加。レタスの年間安定

供給が実現していることに理解を深めました。

減農薬栽培の取り組みなどを帳票や視察で確認（10/10、11）

野菜くらぶ青森支部
公開確認会 2019

（うち小学5年生12,285人）
（都内小学5年生の12％）

米づくりの体験実習
「お米の出前授業」

パルシステムでは「産直四原則」にもとづき、生産者と

組合員の相互交流を積極的に行っています。産直産地

では農作業体験や施設見学などを通じ、産地に対する

理解を深めています。

2019年度は、生協組合員が産地を訪ねる産地訪問、東

京へ産地生産者を招いた料理教室や学習会などを開催

し、のべ1,905名が参加。「顔の見える関係」を作り出し

ています。

産地交流

公開確認会

パルシステム東京が考える食育

「消費者一人ひとりの“選択”が、社会や環境を変える力に

なる」という呼びかけのもと、パルシステムの「商品づくり

の基本」に沿って作られた商品（＝ほんもの）の利用を広げ

「ほんもの実感！」くらしづくりアクション

「ほんもの実感！」商品の普及活動

DataData

164校（園・館） 12,435人

授業の様子

「ほんもの」をおいしく
ムダなく使いこなそう!

「ほんもの」をつくる
生産者・メーカーと会おう、
話そう、伝えよう!

「ほんもの」の価値を知り、
一人ひとりが選択しよう!

Action 1

Action 3

Action 2

2019 年度

出前授業を受講した児童・園児数

「
食
」の
取
り
組
み

PrinciplePrinciple産直四原則
生産者・産地が明らかであること

生産方法や出荷基準が明らかで
生産の履歴がわかること
環境保全型・資源循環型農業を
めざしていること

生産者と組合員相互の交流ができること

1
2
3
4

動
画

食育リーダーの食育講座、PLAの学習会

パルシステム東京の食育活動や商品を広げるため、養成

講座を修了した組合員講師「食育リーダー」「PLA（パルシ

ステム・ライフアシスタント）」がさまざまな食育出前講座

や学習会を開催しています。

食育リーダー・ＰＬＡ連携企画「夏休み！親子でTRY! ～パパっと作れるウチごはん♪～」
（7/30）

食育リーダーの食育講座「作りたい『おうちおせち』」（12/4）

る運動を展開しています。

2019年度もパルシステムを体現しているPB商品や、産直

原料使用商品、組合員開発商品を中心とした学習会を重

ね、商品のよさを職員と組合員がともに、広く伝える取り

組みを行いました。「ほんもの実感！」商品の普及活動には

パルシステム東京の組合員活動のひとつである委員会も

多数参加し、生産者やメーカーから直接学ぶ機会を創出

しました。 北海道えりも漁協から生産者を招いた昆布の料理教室（11/28）
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「環境」の
取り組み
インタビュー

横井 進也 環境推進課 課長

地球規模の環境問題をもっと身近に

地球温暖化を防ぐために

未来の社会のために、
今の暮らしの中で、
できることを。

「環境」の取り組み

▶ 子どもも大人も
　「プラスチック問題」を体感
環境問題、とくに「気候変動」と「プラスチック問題」に社会的

な関心が高まっています。これまでパルシステム東京では講

演会や学習会を重ねて理解を深めてきたほか、専門家の指導

のもと「マイクロプラスチック採取体験」も開催してきました。

2019年度はパルシステム東京の職員自ら学習を重ね、

オリジナルプログラムで同様の体験型企画をお台場の砂

浜で実現しました。初めて環境の企画に応募したという

方も多く、参加者からは「遠いところの問題ではなかった」

など気づきの声が寄せられました。

2019 年度のCO₂ 総排出量は3,602ｔとなりました（前年比
103.2％）。電気の使用量の増加に加え、㈱パルシステム

電力の基礎排出係数（発電時におけるCO₂ 排出量を算定
するための係数）が上がったことが大きく影響しています。

また、夏の猛暑が続き、各事業所の電気使用量は増加傾

向に。2018年度秋に導入した足立、昭島センターにおけ

る冷凍蓄冷剤凍結庫が通年で稼働したこと、年度末に新

型コロナウイルスの影響で事業所の稼働時間が大幅に増

▶ 室内でもできるマイクロプラスチック
　採取体験に手ごたえ
さらに12月には東京ビッグサイトで行われた環境イベント

「エコプロ2019」に出展協力し、湘南の砂を持ち込んだ採

取体験プログラムを実施。実際の砂浜以外でもできる体

験学習を構築でき、手ごたえを感じました。

プラスチックの原料はおもに化石燃料の石油なので気候

変動の問題とも切り離せません。パルシステムはプラス

チック使用量の少ない包材やバイオマスストローへの切り

替えなどの取り組みをすすめてきました。こういった商品

の利用が環境問題へ

の関心を高めるきっか

けとなるよう、これから

も様々な機会を創出し

ていきます。

世界各地で地球温暖化が原因と見られる異常気象が頻発しています。
パルシステム東京は「パリ協定」や「地球温暖化対策の推進に関する法律」などに沿って、
再生可能エネルギーへの切り替えや省エネ設備の導入などの具体的なCO₂ 削減をすすめています。1

冷凍品の品温管理に欠かせないドライアイスは、宅配サー

ビスの普及で需要が高まる一方で、ガソリン精製過程で

発生する原料（高純度のCO₂）はエコカーの浸透などに
よって減少傾向にあります。

夏場はとくに冬場と比べ３～４倍の使用量となり、ドライ

アイスの確保がひっ迫しています。

対策として3センター（青梅、足立、昭島）で、ドライアイス

の代替えが可能な冷凍蓄冷剤用の凍結庫を設置していま

す（計63台）。その結果、２月までは前年比98.9％とドラ

イアイス使用量を削減できていましたが、新型コロナウイ

ルスの影響により注文が殺到した３月には前年比

123.2％となり、年間では100.3％と前年度を超えました。

ドライアイス不足のリスク低減　 省エネ対策

継続的に全事業所を対象としたEMS（環境マネジメントシ

ステム）活動を実施しています。具体的には、全事業所で

の残業の抑制やこまめな消灯など、節電行動を徹底する

ほか、事業所と本部のエネルギー使用量を管理し、CO₂
削減に貢献しています。

ハード面の対策として、計画的なＬＥＤ照明への切り替え

を進めています。また、昭島センターでは、冷凍冷蔵設備

（凍結庫を除く）でフロンガスではない自然冷媒（CO₂冷
媒）を導入し、他のセンターでも冷凍冷蔵設備を最新機器

に切り替えることで省エネに取り組んでいます。

特徴的な事例では、新宿本部の照明をＬＥＤに入れ替

えた結果、2019年度は２割以上の電力削減に繋がり

ました。

エコプロ2019　当日はマスメディア取材も（12/5）

CO₂排出量の削減

「
環
境
」の
取
り
組
み

（電気・車両燃料・施設ガス）
えたことも電気や車両燃料の使用量増加に影響しました。

一方、３事業所にＥＶ（電気自動車）各１台を導入し、太陽

光発電設備を導入している配送センターでは電力の自家消

費により最大使用電力の17％を賄うなど、個別事業所単

位ではCO₂ 排出量の
削減が進みました。

将来的には「パルシ

ステムでんき」を使用

したEVトラックの導

入をめざします。

2020年1月から容器を変更。1パック
当たり2.2ｇのプラスチックの削減で
年間約1.2ｔのプラスチック削減に。

「産直米のクリーミードリア」

私のオススメ商品

EcoEco

フィルター清掃後、
専用冷凍庫で24時間
凍結させて使用

SaveSave

最新式の冷凍蓄冷剤凍結庫 自然冷媒（Co2）による冷却設備を備えている

足立センター 昭島センター

冷凍蓄冷剤

お台場の砂浜でマイクロプラスチック体験（6/1） リユース・リサイクル品の回収

太陽光パネルを設置した足立センター
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パルシステム東京では組合員や取引先の理解と協力を得

ながら、容器の軽量化や簡易包装、３Ｒ（リデュース・リ

ユース・リサイクル）の取り組みを長年継続してきました。

また、マイクロプラスチック採取体験やリサイクル施設見

学会の開催など、組合員向けの普及啓発活動にも積極的

に取り組んでいます。

「エコプロ2019」では、環境省プラスチック・スマートキャ

ンペーンからの要請を受け、「環境省海洋プラスチックご

み対策コーナー」にて、マイクロプラスチックの採取体験

を再現し、来場者に体験学習の場を提供しました。

パルシステムグループ全体では、商品供給事業による容

器包装プラスチックの排出総量を定量化して削減を目指

す「プラスチック排出総量削減」の取り組みを2017年度よ

り強化しています。取引先の協力のもと軽量化（薄肉化、

小型化、トレーや留め具不使用、紙トレー化）、環境負荷

の低い材質への切り替えによる削減を120商品で実現し

たほか、継続的に組合員

の協力によるプラスチッ

ク容器包装の回収・リサ

イクルをすすめています。

都市部での生態系異変や気候変動に目を向ける機会を作

り、生物多様性や人のくらしとのつながりを意識すること

で持続可能な社会をめざすことを目的としています。

「中央大学・東京大学・パルシステム東京協働プロジェク

ト」では、2009年度からの11年間で、のべ1,043人が

調査員となり、報告されたデータ数は43,320件となりま

した。
※本調査は、大学側の体制変更に伴い2019年度から活動を縮小し、2021年３月
に終了することが決定しています。

「農と緑の創生」をキーワードに、地域社会とともにパルシ

ステム組合員が参加できる体験ゾーンとして2004年に開

設しました。2017年１月、所有者（不動産会社）の土地売

却方針を受けてパルシステム東京はこのフィールドを購

入、2018年３月には稲城市の「自然環境保全地域」に指

定されました。

開設当初よりＮＰＯ法人いなぎ里山グリーンワークと連携。

四季折々の自然を味わえる農作業体験を開催し、2019年

度は約2,600人が参加しました。

また、健康づくり・森林保全活動として、認定ＮＰＯ法人

JUON(樹恩) NETWORKの協力を得て竹林保全企画を

開催したほか、11月には中央大学協力研究員の講師を招

いた「生き物モニタリング」を初開催。その他にも、地域

の保育園との連携や、生活困窮者の自立支援の取り組み

の場、委員会交流企画などでも活用が進み、パルシステ

ム東京の各政策を体現するフィールドとなっています。

身近な自然を守る
人々のくらしは多様な生き物が関わり合う、生態系からの恵みに支えられています。
生物多様性保全と、地球温暖化防止や有害化学物質の削減などの環境活動は、
深くつながっているという視点で、他団体とも連携した取り組みや学習の場を広げています。3一人ひとりのくらし方を見直す

毎日なにげなく使う洗剤や、家庭から出されるゴミ…
一人ひとりのくらし方次第で、環境問題の多くを改善できる可能性があります。
パルシステム東京ではさまざまな機会を通して、くらしを見直す提案をしています。2

パルシステム東京は、1970年代以降、湖や河川等の自然

環境の汚染を解決するため、40年以上石けんの利用普及

に取り組んできました。私たちが毎日使用する食器用や

洗濯・掃除用、身体洗い用の洗浄剤は、石けんと化学合成

洗剤に大きく分けることができます。身の回りにあふれる

化学物質の中には、環境や人に悪影響を与えるものも多

く含まれています。一方、石けんは脱脂能力も高く、洗浄

剤としてすぐれた能力を持ちながら、すすぎにより水で薄

まると界面活性作用が弱まり、環境負荷が少ないとされ

ています。

パルシステム東京は石けんの日常的な利用を組合員に提

案しているほか、重曹、酸素系漂白剤、クエン酸などを汚

れ落としや掃除に活用する、自然派おそうじの学習会を

継続的に開催し、石けんの良さを広めています。

2019年度は活動組合員が主催する学習会の開催数が増加

したほか、年度末の新型コロナウイルスの影響で石けん関

連商品の需要が増えたこともあり、供給が伸長しました。

宿題バッチリ！夏休み子ども生きモニ（７/30）

日本の生物多様性プロジェクト学習会（10/19）

生物多様性保全の取り組み３Ｒ・プラスチック削減
有害化学物質削減の取り組み

石けんの利用普及

「
環
境
」の
取
り
組
み

2019年度は、家庭の省エネ活動の推進手法の見直しを

図りました。これまで実施してきた組合員宅へ訪問する

手法から書面（アンケート形式）による省エネ診断の構築

に着手し、取引先や省エネアドバイザーと協力しながらす

すめました。９月より開始し、3月末までに17件の申込が

あり、９件の診断が完了しました。

家庭の省エネ診断

くらしの中の省エネ

生き物モニタリング調査

いなぎめぐみの里山

都会にも残っている自然やたくさんの生き物に目を向ける

機会、またその価値に触れることを目的に、他団体の講師

を招いた学習会を開催しました。

生物多様性・生態系に関する学習会

組合員講師による石けん学習会（12/5）

竹の伐採と道づくり（4/29 「CO・OP共済連健康づくり支援」の助成金を活用）

じゃがいも掘り（6/16）

パルシステムの
3R活動動

画 組合員が一緒にいなぎめぐみの里山をデザインしていく新しい取り組み
「里山なかま」もスタート

いなぎめぐみの
里山へようこそ動

画

ProductProductProduct

さとうきびを原料としたバイオマス配合
の収縮ストロー(ＢＰマーク取得済み※)
に変更。ABパック用のバイオマススト
ローは日本初。
※バイオマス原料の配合比率が25％以上の商品に表示することができる、
日本バイオプラスチック協会（JBPA）が認定するマーク

飲む国産野菜・
果実！ジュース

日本初！
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家庭の省エネ診断

くらしの中の省エネ

生き物モニタリング調査

いなぎめぐみの里山

都会にも残っている自然やたくさんの生き物に目を向ける

機会、またその価値に触れることを目的に、他団体の講師

を招いた学習会を開催しました。

生物多様性・生態系に関する学習会

組合員講師による石けん学習会（12/5）

竹の伐採と道づくり（4/29 「CO・OP共済連健康づくり支援」の助成金を活用）

じゃがいも掘り（6/16）

パルシステムの
3R活動動

画 組合員が一緒にいなぎめぐみの里山をデザインしていく新しい取り組み
「里山なかま」もスタート

いなぎめぐみの
里山へようこそ動

画

ProductProductProduct

さとうきびを原料としたバイオマス配合
の収縮ストロー(ＢＰマーク取得済み※)
に変更。ABパック用のバイオマススト
ローは日本初。
※バイオマス原料の配合比率が25％以上の商品に表示することができる、
日本バイオプラスチック協会（JBPA）が認定するマーク

飲む国産野菜・
果実！ジュース

日本初！
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平和   産直   環境の丸ごと体感ツアー

組合員一人ひとりの思いが
地域の笑顔に繋がる。

「人」の取り組み

▶ 新企画「沖縄エコ＆ピースツアー」に
　 親子5組を含む24名が参加
2019年度に力を入れて取り組んだものの一つに「沖縄エ

コ＆ピースツアー」があります。昨年まで9年間、沖縄の戦

跡と基地をめぐるツアー（日生協主催）を行いましたが、

若い世代や子どもがより身近に感じられるようなツアーに

変えていきたいと考えました。

「戦争の記憶と平和の願いを次世代に継承していく」とい

うテーマに加え、パルシステムのPB商品である「恩納もず

く」の産地を訪問、もずくの繁殖に必要なサンゴのいる海

と環境保護活動を学ぶプログラムを組み合わせたことで、

過去5年間のツアー企画で最も多くの親子に参加していた

だくことができました。

▶ 若い世代とともにつくる未来に向けて
今後、高校生や大学生

など、生協の活動にあ

まりなじみのない若い

世代も巻き込んだ企画

を立ててみたいです。

一緒に企画づくりがで

きれば、新しい息吹を

吹き込めると思います。

地域のつながりが薄れる中で、組合員活動は貴重な場となっています。人と人とがつながり、
ネットワークが生まれ、地域の活性化につながることを期待し、パルシステム東京は組合員の活動をさまざまな
方法で支援しています。また、継続的な市民団体とのつながりから、新しい可能性が生まれています。1

認知症への理解と啓発の推進

高齢者を支える担い手を育成し、地域での見守りの輪を

広げるため、認知症サポーター養成講座を実施していま

す。2019年度は25人のサポーターを養成しました。

パルシステム東京の施設活用

地域の保育園との連携や生活困窮者の自立支援の取り組

みの場、委員会交流企画などでのパルシステム東京の施

設（会議室、調理室、いなぎめぐみの里山）の活用が広が

り、行政と連携した高齢者の地域デイサービス、学習支

援、障がいのある子どもを持つ家族のレスパイトケアなど

地域の活動を応援する、継続した取り組みが増えました。

フードバンクや子ども食堂などの支援

社会福祉協議会やフードバンクなどの地域ネットワーク

を通じて、支援を必要とする施設（子ども食堂、児童福祉

施設、自立支援施設、個別家庭等）へ、パルシステム余剰

青果提供の実験を５センター（多摩、板橋、八王子、昭島、

青梅）ですすめています。

「
人
」の
取
り
組
み

委員会交流企画（6/25  いなぎめぐみの里山）▶

地域で広がる活動

パルシステム東京では、食の安全や環境、平和や福祉をテー

マにしたものや、くらしを豊かにする文化的活動など、身近

な地域やテーマごとに組合員同

士が学び合う委員会活動を中心

に、さまざまな活動をしています。

DataData
委員会数 173委員会
2019年度企画数 780企画
参加人数 のべ 12,633人

パルシステム東京の委員会活動
（2020年3月末時点）

子どもの甲状腺検診（10/26、27、11/16）

ヒロシマ平和スタディツアー（8/4～6）

たすけあい活動助成金の活用

パルシステム共済生活協同組合連合会では、保障事業で

生まれた剰余の一部を、よりよい地域社会の構築に向け

て、組合員が自主的に行う子育て支援や福祉助け合い活

動、ライフプランニング活動、健康維持活動などへの助成

金として活用しています。

パルシステム東京では、2019年度も地域の担い手づくり

や居場所づくり、ピンクリボン運動、子どもの甲状腺検診

などで助成金を活用した取り組みを行いました。

地域福祉推進の取り組み

団塊の世代が後期高齢者（75歳以上）になる、いわゆる

「2025年問題」が迫る中、パルシステム東京は、小さな子

どもから高齢者まで誰もが安心して、自分らしいくらしを

続けられるように、地域ごとの福祉課題に取り組む「地域

福祉」を推進しています。

DataData
2019年度 15団体 約480万円
1998～2019年度（累計） のべ 260団体
 約1億0,110万円

市民活動助成基金  実績

2019年度「市民活動助成基金」助成団
体はパルシステム東京ホームページで
公開しています。

「人」の
取り組み
インタビュー

地域とつながる

奥田 健太郎 政策推進課 主任

さっぱりしていて海藻独特の臭みもなく、
手軽に食べられ、海の豊かな生態系をつ
くりだすサンゴ礁の植え付け活動にも貢献できます。海
の豊かさを守るエシカル消費としてもオススメします！

「恩納もずく」

私のオススメ商品

沖縄の豊かな海を取り戻す
『恩納もずく』でサンゴの森づくり動

画

市民活動助成基金

組合員が商品やサービスを利用することで生まれた剰余金

をもとに、安心して暮せる社会づくりをめざして活動してい

る草の根の市民団体を、資金面で支援しています。助成終了

後の団体間連携なども進め、顕在化していない社会課題につ

いて組合員や社会の認知を広げることにもつなげています。

沖縄エコ＆ピースツアー（1/11～13）
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「人」の
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インタビュー

地域とつながる

奥田 健太郎 政策推進課 主任

さっぱりしていて海藻独特の臭みもなく、
手軽に食べられ、海の豊かな生態系をつ
くりだすサンゴ礁の植え付け活動にも貢献できます。海
の豊かさを守るエシカル消費としてもオススメします！

「恩納もずく」

私のオススメ商品

沖縄の豊かな海を取り戻す
『恩納もずく』でサンゴの森づくり動

画

市民活動助成基金
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被災地の復興を支援する
「3.11を忘れない」を基本視点に、被災地の現状を学ぶスタディツアーや支援カンパ、子どもの甲状腺検診に
取り組むほか、東京でのシンポジウムを継続的に実施しています。また、日本各地で発生する災害による
被災者への支援カンパやパルシステムグループ連帯での支援活動も行っています。3平和なくらしを守るために

平和で公正な社会の実現に向けて「パルシステム東京平和政策」に基づいて、
「平和な共生の世界をめざします」「一人ひとりが尊重され、いのちを大切にする社会づくりをすすめます」
「次世代が希望をもてる地域をつくります」を基本に、組合員とともに平和活動を推進しています。2

被曝や戦争体験の継承を目的とし、8月原爆投下日に訪

れる「ヒロシマ平和スタディツアー」（日本生協連・広島県

生協連企画）に参加しました。また、例年行ってきた沖縄

戦跡・基地めぐりは、平和と恩納村漁協との産地交流を

組み合わせた独自企画「沖縄エコ＆ピースツアー」として

リニューアル。親子や多世代に参加が広がりました。

平和スタディツアー

東日本大震災復興支援シンポジウム

「東日本大震災を忘れない」を基本視点に、被災地の今の

状況を知り、東京で私たちにできることを考える場として、

毎年シンポジウムを開催しています。

被災地とつながる

2017・2018年福島スタディツアーで訪問した楢葉町の

「わらじ組」との交流支援が、センターでの布ぞうりの材

料になる古Tシャツの回収や、布ぞうり販売支援につな

がっています。2019年度も足立、府中、狛江、八王子、

昭島の5センターで取り組みました。

被災地を支援する 被災地のいまを知る国際連帯

平和について学ぶ活動

星つむぎの村（2019年度パルシステム東京震災復興支援基金助成グループ） ▶台風15号・19号被害 緊急支援については22ページ「災害支援報告」へ

児童労働反対運動

「ストップ！児童労働キャンペーン2019」（児童労働ネット

ワーク）に賛同し、組合員に向けて「レッドカードアクショ

ン」をチラシなどで広報しました。

また、「バングラデシュカレーをつくって食べて児童労働に

ついて学ぼう！」を企画開催し、レッドカードを掲げ、児童

労働に反対の意思を表明しました。

◀ストップ！
　児童労働キャンペーン
　に賛同（6月）

「
人
」の
取
り
組
み

紛争や難病，飢餓などの厳しい状況にある世界の子ども

たちへの支援として、「平和カンパ」「書き損じハガキ等

の回収キャンペーン」に取り組んでいます。

平和カンパ、書き損じハガキ等の回収キャンペーン

2019年度 7団体 873万4,682円
1996～2019年度（累計） 約1億6,624万円

平和カンパ  実績

2019年度 2団体 1,384万6,929円
回収キャンペーン  実績 9月に核兵器廃絶をテーマに中村桂子氏（長崎大学核兵

器廃絶研究センター准教授）を講師に、核兵器をめぐる世

界の状況やNPT(核不拡散条約)、核兵器禁止条約につ

いて学びました。

1月に太田啓子弁護士を講師に、憲法の基礎や改正の行方

などについて学びました。会場を国分寺のカフェで開催し、

子育て世代の組合員から高い関心が寄せられました。

平和学習会

太田啓子弁護士の憲法カフェ～憲法が改正されるとどうなるの？～（1/20）

2019年度のピースフェスは、紛争地パレスチナ・ガザ地区

に生きる少年の実話を描いた映画「歌声にのった少年」の

上映や、組合員による平和スタディツアー報告、国際協力

NGOの出展等、世界の平和を思う一日となりました。

ピースフェス

映画「歌声にのった少年」 国際協力NGOによる物品販売
「ワールドバザール」（8/24）

ヒロシマ平和スタディツアー（8/4～6）

震災復興支援基金「パル未来花基金」

組合員による東日本大震災の復興支援活動を資金面で支

援する制度です。パルシステム東京組合員が代表の３人

以上のグループに年度最大50万円を助成します。

2019年度 14団体 400万円
2014～2019年度（累計） のべ 88団体
 約 2,223万円

パル未来花基金  実績
ミ　 ライ　 カ

原発事故被災者応援カンパ（旧称「福島支援カンパ」）

今年度から、原発事故被災者を対象とした保養や避難者

支援を行う団体を応援するため、パルシステムグループ一

体で「原発事故被災者応援カンパ」を実施しました。

パルシステム東京 804万7,956円
パルシステム（グループ） 2,042万4,129円

原発事故被災者応援カンパ  実績
（東京電力福島第一原子力発電所事故被災者応援金）

福島の親子保養プログラムに参加する子どもたち（写真提供：FoE Japan）

協力センター

狛江、八王子、昭島
足立、府中センター

狛江、
八王子センター

295足
・狛江145足
・八王子150足

古Tシャツ寄付

布ぞうり販売

販売実績

ー

楢葉スタデイツアー（職員研修）でのわらじ編み交流の様子

◀2019年度は福島県新地町
　の漁師の暮らしが震災で
　一変した様子を追った
　ドキュメンタリー映画を
　上映（2/29）
　映画監督の山田徹氏（右）
　と映画に登場した漁師の
　小野春雄氏（左）
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協力センター

狛江、八王子、昭島
足立、府中センター

狛江、
八王子センター

295足
・狛江145足
・八王子150足

古Tシャツ寄付

布ぞうり販売

販売実績

ー

楢葉スタデイツアー（職員研修）でのわらじ編み交流の様子

◀2019年度は福島県新地町
　の漁師の暮らしが震災で
　一変した様子を追った
　ドキュメンタリー映画を
　上映（2/29）
　映画監督の山田徹氏（右）
　と映画に登場した漁師の
　小野春雄氏（左）
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働く環境づくり・人材育成

働きやすい職場づくり
働き方改革関連法の成立など社会的な要請に加え、組織

としても働きやすい職場を目指すため2019年度も引き続

き残業削減に取り組みました。課題となっていた正規職

員の残業も前年比85.0％に抑制することができました。

また、福祉専門職員がやりがいをもって働くことができる

よう、保育事業、介護事業それぞれの業態に即した評価制

度へと大幅にリニューアルしました（保育事業は2019年

10月、介護事業は2020年4月施行）。

働きやすい職場であることは、より良い社会を作る第一歩です。
パルシステム東京では、働き方改革や教育・研修、障がい者雇用など
さまざまな環境の整備や人材育成に積極的に取り組んでいます。

リスクマネジメント

内部統制システムの推進
組合員と社会に信頼される健全な組織体制を整備する
ために、「内部統制システム基本方針（組織体制の整備と
運用を効率的に行うために必要な基本方針）」（2009年
12月制定、2015年3月改定）に基づき取り組んでいます。

●内部統制システム基本方針の検討
毎年定期的に ①機関設計の見直し ②法改正 ③生協業界
の動向 ④業務内容の大幅な変更 ⑤その他事項の項目に
そって検討を行っています。

●リスクマネジメントシステムの推進
組織の事業活動の中で想定されるリスクを洗い出し、その
リスクに対するマニュアルや規程類の確認を行いました。
その上で組織全体で重要度の高いリスクに対しての対策
や計画を策定しています。

●財務報告の信頼性確保
財務報告の信頼性確保はもとより、業務の効率化および「仕
事の見える化」を推進するため、決算における業務処理、作
業もれを点検するチェックリストの運用を行っています。

●内部監査の専門性・信頼性
日本内部監査協会の認定資格である内部監査士の資格を
取得した職員が、内部監査の専門性・信頼性の確保のため
に研修受講などにより、監査能力の向上に努めています。

●子会社における内部統制
子会社における財務報告の信頼性確保だけではなく内部
管理体制のさらなる強化をめざし、子会社と一体の内部
統制を推進しています。

●行動規範カード
「パルシステム東京行動規範」の本文を掲載した「行動規
範カード」を役職員は常に携帯します。カードには「行動規
範」のほか、「コンプライアンス相談窓口連絡先」「こころと
からだの健康相談窓口」「交通事故発生時の対応」「災害
発生時の安否連絡手段」などを掲載しています。

●相談窓口（ヘルプライン）
職員からの相談案件に対応するほか、違反行為の防止や、
迅速な是正を目的に設置しました。

●コンプライアンス委員会
専務理事のもとに設置され、常勤理事および執行役員並
びに2人の外部有識者で構成。特に外部有識委員（弁護
士、コンプライアンス専門家）の意見・具申は、効果的な
牽制機能となっています。

コンプライアンスの推進
法令・内部規則だけでなく、倫理面でも組合員・社会の
期待に応えられる行動や判断を行うための指針として行
動規範を定めています。

教育・研修プログラム
理念・ビジョンの浸透を図り、日常の業務に活かすため

にさまざまなプログラムを行っています。

労働安全衛生の取り組み
安全で働きやすい職場環境を作るため、各事業所で月

1回の「安全衛生委員会」を開催。リスクアセスメントや

4S（整理・整頓・清掃・清潔）、産業医による職場巡回など

の実施により、健康管理および労働災害防止のための改

善に努めています。

メンタルヘルスに関する取り組み
職員のメンタルヘルスや健康についてのさまざまな相談

に、産業カウンセラーと看護師資格を有する産業保健ス

タッフが対応。専門性を活かし、職員の心と体の健康管理

を支えています。

●障がい者雇用実績（年間のべ人数）

年度 2017 2018 2019

人数 416 426 425

障がい者雇用
障がいのある職員が、配送センター、福祉事業所、本部

内でさまざまな業務を行っています。入協前に、職場体

験実習や就職を見据えた実習などを行い、仕事のイメー

ジや職場環境を体験した上で採用しています。また、

2019年度も本人を交えて、ご家族や関係者同士の交流

会を行いました。

2019年度の障がい者雇用実績は425人（年間のべ人数）

となり、法定雇用率2.2％をクリアしています（2019 年度

実績3.3％）。

●育児休業・時短制度利用者数  （2020年3月末時点）

育児休業制度の利用者数 11名

育児時短制度の利用者数 10名

「くるみん」を取得・更新
「一般事業主行動計画」を策定し、少

子化対策を図り子育て支援など一定

の基準を満たした企業や法人などが

厚生労働省によって認定される「くる

みん」マークを取得しています。

「一般事業主行動計画」、「女性活躍推進法に関する一般事
業主行動計画」はパルシステム東京のホームページで公表

2019年度もパルシステム東京独自の産地研修・援農に役

職員および委託協力会社社員が参加し、青森、秋田、新潟、

千葉、茨城、埼玉、福島、群馬の8県9産地で研修を実施。

のべ374人が参加しました。

また、グループ全体でも職員の階層ごとに習得すべき知識を

はじめ、生協の基礎か

ら経営管理、商品知識

なども学べる「パルカ

レッジ」を実施してい

ます。パルシステム東

京からは、のべ197人

が受講しました。 青森県藤崎町での研修ではにんにく収穫作業を体験

産地研修・パルカレッジ

2019年度は、必須教育に加えて、組合員対応など実務

的な内容や物流施設の見学、運転研修など多岐にわた

るプログラムを盛り込みました。配属先での勤務と研

修を織り交ぜながら

約2ヵ月間サポート

し続けたことで実際

に携わる業務との

ギャップが減り、学

んだことをすぐに

実践で活かせるなど

のメリットがありま

した。

研修には協力して取り組む課題
も多くあり、同期同士の絆を深め
られたと好評でした。人事部とし
ても長い期間、新卒採用の職員と
過ごしたことで今後のフォローを
しやすい関係性を築けました。

人事・育成課

石場 麻世

新卒入協者向け研修プログラム

新卒入協者向けの安全運転研修

職場復帰前には人事担当者を交えた懇談会で交流
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●内部監査の専門性・信頼性
日本内部監査協会の認定資格である内部監査士の資格を
取得した職員が、内部監査の専門性・信頼性の確保のため
に研修受講などにより、監査能力の向上に努めています。

●子会社における内部統制
子会社における財務報告の信頼性確保だけではなく内部
管理体制のさらなる強化をめざし、子会社と一体の内部
統制を推進しています。

●行動規範カード
「パルシステム東京行動規範」の本文を掲載した「行動規
範カード」を役職員は常に携帯します。カードには「行動規
範」のほか、「コンプライアンス相談窓口連絡先」「こころと
からだの健康相談窓口」「交通事故発生時の対応」「災害
発生時の安否連絡手段」などを掲載しています。

●相談窓口（ヘルプライン）
職員からの相談案件に対応するほか、違反行為の防止や、
迅速な是正を目的に設置しました。

●コンプライアンス委員会
専務理事のもとに設置され、常勤理事および執行役員並
びに2人の外部有識者で構成。特に外部有識委員（弁護
士、コンプライアンス専門家）の意見・具申は、効果的な
牽制機能となっています。

コンプライアンスの推進
法令・内部規則だけでなく、倫理面でも組合員・社会の
期待に応えられる行動や判断を行うための指針として行
動規範を定めています。

教育・研修プログラム
理念・ビジョンの浸透を図り、日常の業務に活かすため

にさまざまなプログラムを行っています。

労働安全衛生の取り組み
安全で働きやすい職場環境を作るため、各事業所で月

1回の「安全衛生委員会」を開催。リスクアセスメントや

4S（整理・整頓・清掃・清潔）、産業医による職場巡回など

の実施により、健康管理および労働災害防止のための改

善に努めています。

メンタルヘルスに関する取り組み
職員のメンタルヘルスや健康についてのさまざまな相談

に、産業カウンセラーと看護師資格を有する産業保健ス

タッフが対応。専門性を活かし、職員の心と体の健康管理

を支えています。

●障がい者雇用実績（年間のべ人数）

年度 2017 2018 2019

人数 416 426 425

障がい者雇用
障がいのある職員が、配送センター、福祉事業所、本部

内でさまざまな業務を行っています。入協前に、職場体

験実習や就職を見据えた実習などを行い、仕事のイメー

ジや職場環境を体験した上で採用しています。また、

2019年度も本人を交えて、ご家族や関係者同士の交流

会を行いました。

2019年度の障がい者雇用実績は425人（年間のべ人数）

となり、法定雇用率2.2％をクリアしています（2019 年度

実績3.3％）。

●育児休業・時短制度利用者数  （2020年3月末時点）

育児休業制度の利用者数 11名

育児時短制度の利用者数 10名

「くるみん」を取得・更新
「一般事業主行動計画」を策定し、少

子化対策を図り子育て支援など一定

の基準を満たした企業や法人などが

厚生労働省によって認定される「くる

みん」マークを取得しています。

「一般事業主行動計画」、「女性活躍推進法に関する一般事
業主行動計画」はパルシステム東京のホームページで公表

2019年度もパルシステム東京独自の産地研修・援農に役

職員および委託協力会社社員が参加し、青森、秋田、新潟、

千葉、茨城、埼玉、福島、群馬の8県9産地で研修を実施。

のべ374人が参加しました。

また、グループ全体でも職員の階層ごとに習得すべき知識を

はじめ、生協の基礎か

ら経営管理、商品知識

なども学べる「パルカ

レッジ」を実施してい

ます。パルシステム東

京からは、のべ197人

が受講しました。 青森県藤崎町での研修ではにんにく収穫作業を体験

産地研修・パルカレッジ

2019年度は、必須教育に加えて、組合員対応など実務

的な内容や物流施設の見学、運転研修など多岐にわた

るプログラムを盛り込みました。配属先での勤務と研

修を織り交ぜながら

約2ヵ月間サポート

し続けたことで実際

に携わる業務との

ギャップが減り、学

んだことをすぐに

実践で活かせるなど

のメリットがありま

した。

研修には協力して取り組む課題
も多くあり、同期同士の絆を深め
られたと好評でした。人事部とし
ても長い期間、新卒採用の職員と
過ごしたことで今後のフォローを
しやすい関係性を築けました。

人事・育成課

石場 麻世

新卒入協者向け研修プログラム

新卒入協者向けの安全運転研修

職場復帰前には人事担当者を交えた懇談会で交流
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1971

1974
1975

1993

1996
1998

1999
2004

2008
2013

1970

1972
北多摩生協誕生

あけぼの生協誕生

立川生協誕生、調布生協誕生（→ふれあい生協）

江戸川生協誕生、西多摩生協誕生

1988 Ｅコープ誕生（たつみ生協、あけぼの生協、江戸川生協が合併）
ジョイコープ誕生（北多摩生協、タマ消費生協、立川生協、
西多摩生協、ふれあい生協が合併）

東京マイコープ誕生（Ｅコープ、ジョイコープ、下馬生協、小金井生協が合併）
初のデイサービスセンター開所（江東区）

初の環境配慮型センター開設（多摩市）

いなぎめぐみの里山」開所

辰巳団地生協誕生（→たつみ生協）、
タマ消費生協誕生

初の認知症対応型グループホーム開設（中野区）

2014

2020 創立５０周年

複合型福祉施設「府中陽だまり」開設、
初の直営保育園「ぱる★キッズ府中」を開園

「生活協同組合パルシステム東京」に名称変更

災害支援報告

台風15号・19号被害 緊急支援
パルシステムグループでは2019年の台風15号・19号に

よる被害に対し、緊急支援活動を行いました。「台風19号

被害緊急支援募金」活動で寄せられた支援金は、被災した

取引先をはじめ、被災地で活動する支援団体や大きな被

害を受けた地域の自治体で活用されました。

また、大きな被害を受けた長野県のりんご産直産地「サン

ファーム」には10月23日から11月15日にわたり、職員派

遣を行いました。職員の派遣はのべ412人。かつてない規

模での人的支援となりました。

産地を打ちのめした
台風19号による甚大な被害

「災害は忘れられていき、次第に『対岸の火事』となって

しまう。災害の本当の怖さは“忘れられてしまうこと”

かもしれません。被災地に寄り添う『意識』を持ち、手

を差し伸べ『実践』する、そんなアプローチを継続させ

ることの大切さを感じました」と佐藤さんは語ります。

パルシステム東京では、今後も被災した地域の復旧支援

に取り組んでいきます。

被災地を理解しながらの活動

長野市穂保・長沼地区を中心とした地域にある「サン

ファーム」は、りんごや桃などを栽培するパルシステムの

産直産地。「エコ・りんご」供給の3割を占め、次世代を

担う若手生産者の育成に力を入れている、パルシステム

産地の中心的な存在です。

千曲川の氾濫を引き起こした台風19号の被害は甚大で、

農園のみならず生産者の方々の生活の全てに大きな爪痕

を残しました。産地を構成する8世帯ほぼすべての自宅と

圃場で受けたダメージは、被災された方々の力だけでは

復旧が難しい状態に…。被災状況が明らかになった翌週

から、毎日20～30人のパルシステムグループの職員が交

代で被災地での支援活動を行いました。汚泥にまみれた

生産者の方々の自宅や保管施設などの床や壁の撤去、汚

泥の掻き出し、流入したごみの片付けなど作業は重労働。

家屋に侵入した泥は刻々と密度を増し、また度重なる雨

でさらに重くなり、作業は困難を極めました。

生活基盤の改善の次は、農園の清掃作業に着手。りんご

の根の窒息を防ぐため、木の周りの泥をスコップで掻き

出す作業が続きます。被害を受けた家屋や無残に転がる

収穫直前の大量のりんごに、胸が痛んだと話すのは、支

援活動にのべ4日間従事したパルシステム東京総務課職

員の佐藤照英さん。

「活動に参加して初めて、被災者の苦しみの一部を共感

できた気がしています。被災された方々と私たち支援者

の『少しでも早く復旧・復興したい』という思いは同じな

のですが、そのプロセスや感情はさまざまであることを

理解しながらの活動が大切だと感じました」

今後、来期のリンゴの病害を防ぐための気の遠くなるような

作業も必要となり、影響は数年におよぶと言われています。

「もともとサンファームさんのりんご栽培へのこだわりや

努力には敬意の念を抱いていましたが、支援活動に参加

させていただいたことで、大地とともに生きてこられた

方々の強さを目の当たりにしました。なんとか立ち直って

ほしいです」とエールを送ります。

パルシステム東京 3,163万 0,336円
パルシステム（グループ） 9,535万 0,187円

台風15号被害  緊急支援募金　実績

パルシステム東京 3,600万 5,705円
パルシステム（グループ） 1億 0,280万 0,647円

台風19号被害  緊急支援募金　実績

9/23～10/18

10/21～11/22

ほ　やす

パルシステム東京50年のあゆみ

組織概要

1970年代に各地域で誕生した小さな生活協同組合。いくつもの連帯を重ね、現在のパルシステム東京になりました。
1990年に全国の生協に先駆けて個人宅配をスタートし、組合員数は年々増加しています。

名 　 称 生活協同組合パルシステム東京
設 　 立 1970 年 4月1日
役 　 員 理事長  　      松野 玲子

専務理事        杉原 学
常務理事        佐藤 健二
業務執行理事    戸井田 直人
業務執行理事 杉村 剛是

事業エリア 東京都全域（島嶼を除く）
本部所在地      東京都新宿区
配送センター 17ヵ所
福祉事業所    13ヵ所
保育園    　　     2ヵ所

職 員 数 1,855人（定時職員含む）
組 合 員 数 51万4,531人
総 事 業 高 769億1,449万円
出 資 金 192億 1,664万円 ※数値は2020年3月末時点

商品や環境政策などについて考え方を共有している10生協※1が、パルシステムグループを構成しています。
パルシステム東京はこのグループの中で、総事業高と組合員数ともに最大規模の生協です。

※1　利用事業会員を含めると13生協
※2　2020年8月に名称変更

パルシステムグループ　会員生協 約162万世帯

パルシステム東京 パルシステム山梨

パルシステム神奈川※2 パルシステム群馬

パルシステム千葉 パルシステム福島

パルシステム埼玉 パルシステム静岡

パルシステム茨城 栃木 パルシステム新潟ときめき

パルシステム連合会
商品開発、仕入れ、商品管理、
物流、情報システムを担当

パルシステムグループ

50周年特設サイト
「みんなで祝おう！50周年」

組合員公募で決定した
『50周年記念ロゴ』

それぞれの生協
商品やサービスの供給（個人宅配
等）、福祉事業、組合員活動の支援
ほかを担当
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被害緊急支援募金」活動で寄せられた支援金は、被災した

取引先をはじめ、被災地で活動する支援団体や大きな被

害を受けた地域の自治体で活用されました。

また、大きな被害を受けた長野県のりんご産直産地「サン

ファーム」には10月23日から11月15日にわたり、職員派

遣を行いました。職員の派遣はのべ412人。かつてない規

模での人的支援となりました。

産地を打ちのめした
台風19号による甚大な被害

「災害は忘れられていき、次第に『対岸の火事』となって

しまう。災害の本当の怖さは“忘れられてしまうこと”

かもしれません。被災地に寄り添う『意識』を持ち、手

を差し伸べ『実践』する、そんなアプローチを継続させ

ることの大切さを感じました」と佐藤さんは語ります。

パルシステム東京では、今後も被災した地域の復旧支援

に取り組んでいきます。

被災地を理解しながらの活動

長野市穂保・長沼地区を中心とした地域にある「サン

ファーム」は、りんごや桃などを栽培するパルシステムの

産直産地。「エコ・りんご」供給の3割を占め、次世代を

担う若手生産者の育成に力を入れている、パルシステム

産地の中心的な存在です。

千曲川の氾濫を引き起こした台風19号の被害は甚大で、
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代で被災地での支援活動を行いました。汚泥にまみれた

生産者の方々の自宅や保管施設などの床や壁の撤去、汚

泥の掻き出し、流入したごみの片付けなど作業は重労働。

家屋に侵入した泥は刻々と密度を増し、また度重なる雨
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できた気がしています。被災された方々と私たち支援者

の『少しでも早く復旧・復興したい』という思いは同じな

のですが、そのプロセスや感情はさまざまであることを

理解しながらの活動が大切だと感じました」

今後、来期のリンゴの病害を防ぐための気の遠くなるような

作業も必要となり、影響は数年におよぶと言われています。

「もともとサンファームさんのりんご栽培へのこだわりや

努力には敬意の念を抱いていましたが、支援活動に参加

させていただいたことで、大地とともに生きてこられた

方々の強さを目の当たりにしました。なんとか立ち直って

ほしいです」とエールを送ります。

パルシステム東京 3,163万 0,336円
パルシステム（グループ） 9,535万 0,187円

台風15号被害  緊急支援募金　実績
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1970年代に各地域で誕生した小さな生活協同組合。いくつもの連帯を重ね、現在のパルシステム東京になりました。
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設 　 立 1970 年 4月1日
役 　 員 理事長  　      松野 玲子

専務理事        杉原 学
常務理事        佐藤 健二
業務執行理事    戸井田 直人
業務執行理事 杉村 剛是

事業エリア 東京都全域（島嶼を除く）
本部所在地      東京都新宿区
配送センター 17ヵ所
福祉事業所    13ヵ所
保育園    　　     2ヵ所

職 員 数 1,855人（定時職員含む）
組 合 員 数 51万4,531人
総 事 業 高 769億1,449万円
出 資 金 192億 1,664万円 ※数値は2020年3月末時点

商品や環境政策などについて考え方を共有している10生協※1が、パルシステムグループを構成しています。
パルシステム東京はこのグループの中で、総事業高と組合員数ともに最大規模の生協です。

※1　利用事業会員を含めると13生協
※2　2020年8月に名称変更

パルシステムグループ　会員生協 約162万世帯

パルシステム東京 パルシステム山梨

パルシステム神奈川※2 パルシステム群馬

パルシステム千葉 パルシステム福島

パルシステム埼玉 パルシステム静岡

パルシステム茨城 栃木 パルシステム新潟ときめき

パルシステム連合会
商品開発、仕入れ、商品管理、
物流、情報システムを担当

パルシステムグループ

50周年特設サイト
「みんなで祝おう！50周年」

組合員公募で決定した
『50周年記念ロゴ』

それぞれの生協
商品やサービスの供給（個人宅配
等）、福祉事業、組合員活動の支援
ほかを担当

1971

1974
1975

1993

1996
1998

1999
2004

2008
2013

1970

1972
北多摩生協誕生

あけぼの生協誕生

立川生協誕生、調布生協誕生（→ふれあい生協）

江戸川生協誕生、西多摩生協誕生

1988 Ｅコープ誕生（たつみ生協、あけぼの生協、江戸川生協が合併）
ジョイコープ誕生（北多摩生協、タマ消費生協、立川生協、
西多摩生協、ふれあい生協が合併）

東京マイコープ誕生（Ｅコープ、ジョイコープ、下馬生協、小金井生協が合併）
初のデイサービスセンター開所（江東区）

初の環境配慮型センター開設（多摩市）

いなぎめぐみの里山」開所

辰巳団地生協誕生（→たつみ生協）、
タマ消費生協誕生

初の認知症対応型グループホーム開設（中野区）

2014

2020 創立５０周年

複合型福祉施設「府中陽だまり」開設、
初の直営保育園「ぱる★キッズ府中」を開園

「生活協同組合パルシステム東京」に名称変更

災害支援報告

台風15号・19号被害 緊急支援
パルシステムグループでは2019年の台風15号・19号に

よる被害に対し、緊急支援活動を行いました。「台風19号

被害緊急支援募金」活動で寄せられた支援金は、被災した

取引先をはじめ、被災地で活動する支援団体や大きな被

害を受けた地域の自治体で活用されました。

また、大きな被害を受けた長野県のりんご産直産地「サン

ファーム」には10月23日から11月15日にわたり、職員派

遣を行いました。職員の派遣はのべ412人。かつてない規

模での人的支援となりました。

産地を打ちのめした
台風19号による甚大な被害

「災害は忘れられていき、次第に『対岸の火事』となって

しまう。災害の本当の怖さは“忘れられてしまうこと”

かもしれません。被災地に寄り添う『意識』を持ち、手

を差し伸べ『実践』する、そんなアプローチを継続させ

ることの大切さを感じました」と佐藤さんは語ります。

パルシステム東京では、今後も被災した地域の復旧支援

に取り組んでいきます。

被災地を理解しながらの活動

長野市穂保・長沼地区を中心とした地域にある「サン

ファーム」は、りんごや桃などを栽培するパルシステムの

産直産地。「エコ・りんご」供給の3割を占め、次世代を

担う若手生産者の育成に力を入れている、パルシステム

産地の中心的な存在です。

千曲川の氾濫を引き起こした台風19号の被害は甚大で、

農園のみならず生産者の方々の生活の全てに大きな爪痕

を残しました。産地を構成する8世帯ほぼすべての自宅と

圃場で受けたダメージは、被災された方々の力だけでは

復旧が難しい状態に…。被災状況が明らかになった翌週

から、毎日20～30人のパルシステムグループの職員が交

代で被災地での支援活動を行いました。汚泥にまみれた

生産者の方々の自宅や保管施設などの床や壁の撤去、汚

泥の掻き出し、流入したごみの片付けなど作業は重労働。

家屋に侵入した泥は刻々と密度を増し、また度重なる雨

でさらに重くなり、作業は困難を極めました。

生活基盤の改善の次は、農園の清掃作業に着手。りんご

の根の窒息を防ぐため、木の周りの泥をスコップで掻き

出す作業が続きます。被害を受けた家屋や無残に転がる

収穫直前の大量のりんごに、胸が痛んだと話すのは、支

援活動にのべ4日間従事したパルシステム東京総務課職

員の佐藤照英さん。

「活動に参加して初めて、被災者の苦しみの一部を共感

できた気がしています。被災された方々と私たち支援者

の『少しでも早く復旧・復興したい』という思いは同じな

のですが、そのプロセスや感情はさまざまであることを

理解しながらの活動が大切だと感じました」

今後、来期のリンゴの病害を防ぐための気の遠くなるような

作業も必要となり、影響は数年におよぶと言われています。

「もともとサンファームさんのりんご栽培へのこだわりや

努力には敬意の念を抱いていましたが、支援活動に参加

させていただいたことで、大地とともに生きてこられた

方々の強さを目の当たりにしました。なんとか立ち直って

ほしいです」とエールを送ります。

パルシステム東京 3,163万 0,336円
パルシステム（グループ） 9,535万 0,187円

台風15号被害  緊急支援募金　実績

パルシステム東京 3,600万 5,705円
パルシステム（グループ） 1億 0,280万 0,647円

台風19号被害  緊急支援募金　実績

9/23～10/18

10/21～11/22

ほ　やす

パルシステム東京50年のあゆみ

組織概要

1970年代に各地域で誕生した小さな生活協同組合。いくつもの連帯を重ね、現在のパルシステム東京になりました。
1990年に全国の生協に先駆けて個人宅配をスタートし、組合員数は年々増加しています。

名 　 称 生活協同組合パルシステム東京
設 　 立 1970 年 4月1日
役 　 員 理事長  　      松野 玲子

専務理事        杉原 学
常務理事        佐藤 健二
業務執行理事    戸井田 直人
業務執行理事 杉村 剛是

事業エリア 東京都全域（島嶼を除く）
本部所在地      東京都新宿区
配送センター 17ヵ所
福祉事業所    13ヵ所
保育園    　　     2ヵ所

職 員 数 1,855人（定時職員含む）
組 合 員 数 51万4,531人
総 事 業 高 769億1,449万円
出 資 金 192億 1,664万円 ※数値は2020年3月末時点

商品や環境政策などについて考え方を共有している10生協※1が、パルシステムグループを構成しています。
パルシステム東京はこのグループの中で、総事業高と組合員数ともに最大規模の生協です。

※1　利用事業会員を含めると13生協
※2　2020年8月に名称変更

パルシステムグループ　会員生協 約162万世帯

パルシステム東京 パルシステム山梨

パルシステム神奈川※2 パルシステム群馬

パルシステム千葉 パルシステム福島

パルシステム埼玉 パルシステム静岡

パルシステム茨城 栃木 パルシステム新潟ときめき

パルシステム連合会
商品開発、仕入れ、商品管理、
物流、情報システムを担当

パルシステムグループ

50周年特設サイト
「みんなで祝おう！50周年」

組合員公募で決定した
『50周年記念ロゴ』

それぞれの生協
商品やサービスの供給（個人宅配
等）、福祉事業、組合員活動の支援
ほかを担当
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生活協同組合

https://www.palsystem-tokyo.coop/ ●デイサービスセンター
●ホームヘルプサービス
●ケアマネジメントサービス
●認知症対応型デイサービスセンター
●認知症対応型グループホーム

保育園 ぱる★キッズ府中

ぱる★キッズ足立

〒183-0054

〒121-0011

府中市幸町2-13-29 1F

足立区中央本町4-3-23 1F

関連施設 パルひろば辰巳

パルひろば足立

パルひろば下馬

〒135-0053

〒121-0011

〒154-0002

江東区辰巳1-1-34 辰巳ビル2F

足立区中央本町4-3-23 3F

世田谷区下馬4-13-6

福祉事業所 江戸川陽だまり

辰巳陽だまり

辰巳陽だまり

東雲陽だまり

足立陽だまり

八潮陽だまり

中野陽だまり

第2中野陽だまり

中野中央陽だまり

上町陽だまり

狛江陽だまり

府中陽だまり

府中陽だまり

東村山陽だまり

愛宕陽だまり

●●

●

●●

●

●

●●

●●●

●●●

●

●●

●●

●●

●●

●●

●

〒132-0025

〒135-0053

〒135-0053

〒135-0062

〒121-0011

〒140-0003

〒164-0003

〒164-0003

〒164-0011

〒154-0017

〒201-0003

〒183-0054

〒183-0054

〒189-0011

〒206-0041

江戸川区松江2-10-18

江東区辰巳1-2-9-101

江東区辰巳1-1-34 辰巳ビル3F

江東区東雲2-4-3-106

足立区中央本町4-3-23 2F

品川区八潮5-2-2 八潮ビル２・3F

中野区東中野4-7-9

中野区東中野1-4-10 

中野区中央5-41-18 東京都生協連会館５F

世田谷区世田谷2-8-2 パルテノン上町１Ｆ

狛江市和泉本町4-5-24

府中市幸町2-13-29

府中市幸町2-13-30

東村山市恩多町1-10-1

多摩市愛宕3-2 愛宕かえで館1F

本部事務所 〒169-8526 新宿区大久保2-2-6 ラクアス東新宿
TEL 03-6233-7600（代）　
FAX 03-3232-2581　
Eメール palsystem-tokyo@pal.or.jp

配送センター 江戸川センター

江東センター

足立センター

港 セ ン タ ー

大田センター

板橋センター

池尻センター

練馬センター

世田谷センター

狛江センター

三鷹センター

府中センター

東村山センター

多摩センター

昭島センター

八王子センター

青梅センター

〒132-0025

〒136-0076

〒121-0011

〒108-0075

〒146-0081

〒174-0041

〒154-0001

〒179-0073

〒157-0061

〒201-0003

〒181-0013

〒183-0052

〒189-0011

〒206-0032

〒196-0021 

〒192-0033

〒198-0024

江戸川区松江2-10-18

江東区南砂2-36-1

足立区中央本町4-3-7

港区港南5-5-12

大田区仲池上1-31-1

板橋区舟渡3-20-28

世田谷区池尻2-23-4

練馬区田柄4-38-5

世田谷区北烏山7-21-11

狛江市和泉本町4-5-24

三鷹市下連雀6-15-18

府中市新町2-29-4

東村山市恩多町1-10-1

多摩市南野1-2-5

昭島市武蔵野２-２３-２

八王子市高倉町4-7

青梅市新町3-11-1

生活協同組合パルシステム東京

TSUNAGU
生協・環境・社会活動報告書
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